
装飾III"i修榎材料のliH先II- Iがんぜき｜をlllいた‘式み～l.ﾉくIや:IlJ火ﾉ『脚.IWIIi蛾での'ﾉﾐ鵬～

装飾古墳修復材料の研究Ⅱ一「がんぜき」を用いた試み

～上天草市大戸鼻南古墳での実践～

坂I I I ;太郎（装飾1I1峨航）・池l l l川ﾉI (熊本H1↓文化課) ･朽津佑IJI (火乃(文化財研究所）

徳弘忠/f ･商野偏子( I.ﾉく\:]I｣教育委幽公）

1 装飾古墳の現状と課題

fIEIにある装飾Ili燗の'|1には保ｲf施I没を‘没lifiし|ﾉ1部環境を一定に保つ没備が設liI'tされているものがあ

る しかしながら埴|瑚監|:の流失や施I渋のと朽化聯によI)jrilflﾉ1のｲi柿やｲi室に隙間が′Lじている,ji例

が散兇される ノじ米、戦|正|ﾉjにj'l!,没されたｲIｲiiやｲi室は密閉された空間であるが、そこに樅じた隙|川か

ら外気が流入することで内部のil,IW度が変化するそのことでｲI柿やｲi室のｲj材衣1mにおいて剥落聯の

劣化がﾉﾄじる'IIもあるため、イ,1:i';やｲi察にﾉ|:じた隙間を蝿める必典があると勝えるこの場合、隙間を

11I!める修復材料として、IIWI,股の環境であるイi察lﾉ1で接椅ﾉJが保たれ、将来よI)優れた修復材料がIM発

された際にｲiｲi,iやｲ隙に批傷をjjえずに尤令に除去できることが求められる。また、これら装飾IIi戦の

多くが史跡に折定されており、文化財係I稚の帆I,IKから、現状変災にあたる場合は'慎砿に笑施しなければ

ならない…このような現状において|心急的な処iiffを襖衆する'|1で、熊本ﾘ,↓立装飾･lli噛館（以1ぐ1Ii峨館と

する）では、「がんぜき」！にｲ'fl lしたくJ -

2 「がんぜき」の特性と評価

現ｲ|ﾐの文化11ｲ修復にあたっては合成樹脂やモルタル群の建築材料を用いる事があるしかしながら、

文化財の修複においては、容易に取り除くことが出来る‘|慨が求められるﾘ;から、これらの材.料を川い

る際には、接粁簡lﾘiや仙川111:に糸lll心の沁愈を払わなければならない．ここで取I) l.げる「がんぜき」は

i l:j i時代から統くとされる熊本ﾘ,↓'j･: I'IJにある簡易水道「1脈泉水道」において、リ11蘇熔結凝l火W製の送

水掴:接溝やﾊｲ;水ll$のI Iづめに使われる接綿剤であI)、その特徴として、尚湿度で硬化し、かつ接満した

部材を傷めない塒蘭を持つ‘ そこでこの「がんぜき」の特性をﾉtかした文化11ｲ･の修復について・定の

iWilliを1J.えるための試験を'ノミ施した
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｢がんぜき_ {ii!!llが案内で外気にI雌し

た「がんぜき」

． 1 コ 3 二 、 1 8 一 ｡ ＝ ‐

グラフl袋入りの「がんぜき」il,,l度変化

［
ｆ
０



腱飾111噛修復{1料")lijf先I1－ 一がんぜき」をlllいた,淡み～Iﾉ<!l,l':IIj火ﾉi卵|W11I"iでの‘ﾉﾐ雛へ

グラフlは「がんぜき」をビニール袋に密閉することで、蹄1,,1度にあるイi案内の環境に樅めて近い状

態においたデータである 「がんぜき」側1§後「がんせき」lﾉ1で792％あった水分1II:が約1時間後には

4589()まで|､.がI) 、約121 1粍過後からは35I)()付近で安定している 「がんぜきjの炎liliを、色ﾉ締l･をjll

いて測色したところL航、tl価、 b仙ともにlかj1 ，|柵過後もﾉ鱈く変化していないこのビニール袋

で帝lylしたものと外女(に|雌された状態に|"いたもの('ﾉj:"l )を21 1 1川にわたり経過観察したが、外兇

Iは人きな心裂や|"|帷は確柵||来なかったそこでこれらのデータと観察結果から、「がんぜき」がｲI

|;i､iやｲi察にﾉkじた隙|川のl lづめやｲi材の接ｲ儲りとしての利川はｲI効であると巻えた ‐

この,li采を‘更けて、 1IIji'i節では熊本県｜ﾉ</i':'ljにあるﾘI仙跡「ﾉ<ﾉi弾Ifi ,'!蝋」のｲi柚にIkじた剛H1の

修復を拭みた

3大戸鼻南古墳の修復

火ﾉi鼻.lfi 11,.戦はl･.ﾉ<''i'': 'lj松,I;,)llll.li'1村にあるイill'係装飾II蛾である III.<からｲi柁が露出しており、史

跡終術に伴い、渋辿祁にコンクリートのI|ｲ体をIWiし、ji'ilfを新たに鴨I) 1111:しているしかし奥唯のｲi

柿の細み合わせた部分に隙間がﾉ|:じていた（'ﾉj:1l42 )

このｿ將隙によってｲI州ﾉ1のilⅡ股がどのような状態であるかを,氾録するため熱IIIII像カメラで搬彩した，

(''jtl'4!3) このIII}i像からはﾂ將隙簡所での1111股が他の筒Iﾘiと比べてIMIAであることが確惚できたⅧそこで

このｸ腱隙を「がんぜ

き」で充JI0(する処i側

を施した（'ノガい）

イiのグラフ2は

｢がんぜき」充填後

のｲi柿lﾉ1&i皮変化を

グラフ化したもので

ある 3)1151 1の允

填に際しイi顎Iﾉ1で

いったん淵I(度|､外が

ﾉIじるが、外女(流人

が1lまった効果で伽

かであるが、ィi柿|ﾉ1

の柵.度|･外が抑制さ
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'′J:L!(3 「がんぜき」允填lii

("l'l'i像カメラによる撮影）
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また、熱l'l'i像の'ﾉj:

真からも隙|H1があっ

た筒ﾉﾘ『とli'1辺とのil,,l

度策が雌〈なってい

| 9oc l{
/j:1'“ 「がんぜき」允填後

("l'l'i像カメラによる搬影）
が典I イI･柿内（がんぜき允岐陵）
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焚飾II噸修似材料の冊究H－「がんぜき」をlllいた拭み～l天草:IIj大)f".IWi,'i墳での実践～

る事がわかる。（写真⑤） ．-津､．…“

:菫薑蝉卿臓w州
での塩の析出やカビ類の発生は能じなかった。こ 二 ？ 量

の結果を受けて2014年3月15日に実施した「がん
…

ぜき」による修復作業から1年が経過したが、充
グラフ②大戸鼻南占墳石棺内温度データ

填した「がんぜき」について、ひび割れや白華等

は確認されていない。また外気流入による石材表面の過乾燥については、石棺内部の観察から抑制効果

が表れてきている。

5 まとめ

本研究は平成23年度に笹川研究助成金で開始した宇土市撚簡易水道で使用されている「がんぜき」の

調査研究を基礎データとして、県史跡「大戸鼻南古墳」を対象に実施したものである。熊本県内にある

装飾古墳は、そのうち数10ヶ所において、保存施設などが造られている。しかしながら、その多くは造

られて10年以上が経過し、保存室の外扉の腐食などが発生している。その結果、石室や石棺内に外気が

流入し、石材間に詰められた土等が崩落してきている。このような状態が長く続くと元来、密閉され高

湿度であった空間環境が維持できなくなる。本研究により応急的であるが「がんぜき」による処置は本

来あるべき石室内環境にある程度戻すことができたと言える。この安全でかつ入手しやすい材料で製作

できる「がんぜき」は今後、古墳の石室や石材を用いた用水路等の修復材として使用可能であると考え

る。熊本県内をはじめとして数多く存在する石造文化財の修復の一助となるよう、今回の調査研究を報

告するものである。

1）「がんぜき」を構成する主成分は、締水源付近で産出する粘性の強い赤土、貝灰、塩、松の葉と枝を煮込んだ抽出液

である。

2）池田朋生・大友由紀2007「がんぜき作製の記録一撫泉水道組合でのがんぜき作製一』熊本県立装飾古噴館研究

紀要第7集

3）坂I I土太郎・池川朋生・朽津信Iﾘl2011 r装飾古墳修復材料の研究一「がんぜき」を用いた試み」日本文化財科学会

第28回大会

4）職泉水道管理組合の松川氏には「がんぜき」のレシピをご教授頂いた。また実験と修復のための「がんぜき」の作

製にもご協力願いた◎

5）本研究は平成26年7〃5 ．6「Iに奈良教育大学で開lli:されたI1本文化財科学会第31m大金で発表した「装飾古墳修

復材料の研究Ⅱ－「がんぜき」を用いた試み～上天革市大戸艸南古墳での実践～」を再録したものである。
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H27熊本県の装飾古墳保存施設等

※平成26年熊本ﾘ,↓立装飾古城館研究紀要第10蝿改‘;I

瀞り．

保存施I没
/保存イル
慨を行っ
たところ

保存施没
／保存}冊
枇に準ず
るところ

古噛名 指定 所在地 内 存
観察111
ガラス

窓

モニタリング典施年度
( ,li噛航lil溌○支援C・他機I則●）

Ⅱ19 Ⅲ 21 H22 Ⅱ23 2‘1 H25 H26

術 ：碁

1 1 大功i'fjn IKI 玉潴『I ll{{f1153年度保存修復I:'ji
？

Ⅱ

Ｊ

ｆ
ｔ ○ 、

ノ
〆
匙 ○ ○ ○ ･芹公開H21～

2 I 永安､芋東,'ijm IRI !§名TI ､’ 成11～17fl I蝿：〃修復I 'lf
戸1
4 ﾉ ○ ○ ○ ○ r1

－ノ 一斉公開H21～

3 1 水安.西占墳 IRI l息瑞11 息’ 成11～17{| I虻仙 ｲf修復I 1 ゞ
F〆 贈'
、段 、

、一 ○ 現在は非公1M

舎1 1 塚坊ii古坑 和水町 §’ 成3～5年庇保ｲ，修復I:,l ｲ H
，」 ○

へ
↓
ダ

〆
旦

、
ノ

〆
、 C!

〆、

k-ﾉ ○ ○ ･斉公開H21～
ｰ

｡ 1 il:III穴観飾Ii噛 lKI f11水町 仮,ifIJI!!没慨ロ r~､
、一
4 ル 一斉公開1122．23

6 1 チブサン占噛 lKl 1IIWUIj
l1ilf1147～50fl渡保存修恢l:1i｡ {i
人はﾉL州IEIIXI#物鮪で所補展ボ

（） ○ ○ ○ ○ ○ r，
廷ノ

一斤公州1121 ～1

･般公側中(111脱II

25

陣補理）
【
Ｊ
Ｏ 1 オブサンb'ij" IKl 111IMII il({f1160fl 度保ｲﾉ修復I ，〃 .般公側111 (111鹿I！ 博補班）

8 1 塚,'jin
ｐ
■
Ｌ
ｂ

！ 111鹿11 11群115()ｲI 度保存修復I 11

9 1 I::I塚,'ith '1i l11lmil
仮I没悩A
災術館）

ｲj人を移‘没鵬’j：〈県､X

10 1 介暖ヶ穴占噛 IKI 111lm'l II"II5()年庇保存修復I:,1f <← 1
, J

Ⅱ27からモニタリン

グチ定

11 1 御稚塚,'ijn ﾘ14 111鹿ili 1噸鋤11没慨 ハト
、グ

r､1
、生｡ C

ll26fl
( 111腱

3M外吻(改修
1j）

12 I IMIII I'ijn 随
■｡b■ 杣木町

､ド成3~4年
(III"1li鹿央町

随に穆築復原幣備 『 ､
、

抄

一
一

イ
、

〆一、

い ○
ｈ
ｌ
ｆ
〃

（
ず
し

'へ
＋
ｰ ○

（
４
） .斤公開1121～

13 1 袈裟l世間塚古城 H1 菊池'li
l1i州153～55年I
製炎飾,1Aは保イ

l保ｲj修復J:弧イi
施股内で係補腱永

、
／

〆
ｒ
↓
虻

／己へ

kノ
r，
坐ソ ○ ○ ○ ･斉公I}MH21～

4 I 釜IEIfijli lKI 熊本11 昭和$12年度保イ 修似I:1Iゞ C
、
ジ

グ
ｒ
ｌ
ヘ ○ ○ r、

、ノ ○ ● 爪火j淵従'l!

■■

、 I ｢･irill 1\城 IKl 本11
仮‘没肌!‘没i冊二澗,Mは‘淵在機材排込
"(1116)

'' ）
Lダ

f~､
～ノ

■
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■

6 1 T･ffIII3り･埴 lKl 熊本11 仮‘没bl(!没艇
■
■
Ⅱ
■
■

【
’
ｊ
■ I ll:､\,'ijn IRI 溌胤町 仮I没し1{没樅≦ 〆、

1－~ノ ○ 25.10,10で終J

18 I ｲiと篭,'illi Ikl 熊本巾 コンクリート泄股‘没i洲
、
ノ

〆

○ ○ 戸、

Lノ ○ ･斤公|淵Ⅱ24～

19 I '祁蹄i,lijn III ‘ド城IIj 11蹄Ⅱ55年度保が修復1:'ji 「 ． 0 r，
､､ノ ●

一汗公IIMH24～、 ル〔
火‘淵缶中

20 1 鶴施I'iin IIj ′i:城IIj ｲi補を移俄保ｲF（以蹴災術館）

21 1 牝服1号城 ﾘ‘↓ 'i･嗜城'lj コンクリート樋雌I没i汁

22 1 災砂述i'fj" ﾘ‘！ 上天草Ilj コンクリート脳賊,没樅 0 ◎ ◎ Ⅱ25から難務支援

23 1 ljJilli,'ijri
ヴ
レ
』
ｂ

肘
Ｈ
凹
恥

・
Ｊ
ｐ
Ｂ
ｄ 上犬草I|j

ｲi材を移没保"(1,い従淀術館、
郁火学）

24 1 火ji鼻北古城 県 上天り:IIj 1IIIfll55fl 度保存修裡I:'li
戸、

､ ﾉ ○ ○ ○
H2‘1 ．H25モニターバ

スツアー

25 1 メ j i".1吋占城 鼎
●
。
Ⅱ
ｆ’’

一
０
％Ｉ

ｇ
ｐ
８

ロ
ロ
』

８
ノ

“

■
■
■
■
■ MM1Ij19(| 庇保作修似1:'1I

、
ノ

ｆ
ｒ
４
、 ○ ′~、

kノ
ｲ ．、
、=ノ

〆、

、_ノ ○

26 1 メ野鮒,'itrt 鼎 水川IHj 仮股鉄格r没{冊
装飾ifr埴リストから
削除Wii

27 1 メ以樋Iも張宮IIijrt 恥 八代II l1‘没泄雁 ／、
ﾐｰﾉ

r－，
kｰ

1 火鼠蔵束麓lり･域 ﾘ,↓ 八代'i イ 付.を移‘没保約 (八代IIj,従博物館）

29 I lと迫lli噛
Ｊ
Ｕ
４
Ｆ 八代II イ 材を移設保衲 (東附(IK肱博物航)‐

30 I 1ll川内lり･城 リ 八代市
11｜

ｲI
f1148年嘆保イ
追加袖修l:}､

修復l:'lI「 、ド成15
○ ○ r~、

哩苧ノ

H24モニターバスッァー

･斤公|淵H2‘1～

31 I 雌ﾉJ1\徹穴熊 リ 和水町 コンクリート捌雌‘没i冊

32 I
桜ノ l: I - l lj･
横穴無

ﾘ,↓ 111WIIj コンクリート測雌没i冊

33 1 人付横穴篭群 IRI 人ili'li
､ド成6～15年I災保ｲf修似I:,1i (ji:
lii全体)

（
〕

-斤公開H25～
人付27号蕊のモニタ
リングII1

34 1 稲荷lll ,'ijn ﾘ11 熊本巾
コンクリート泄崎没慨（40年前)、
施錠非公I)I

35 1 つつじケlf横穴群 ！‘｛ 熊本'li
jll!めﾉﾉさし、壁lii繁剤仙化処理、非
装飾横穴l雌施錠非公l}M

36 I 1;ドノle,'ijn 'li 本lli 防水シーI､段

37 1 栫服i'ijri 'lj 字 t'li 捌從後HI!め炭し保仔

38 1 小II111,'ijfi lKl 'i冒城ilj
‘淵代後、
殿I没職

111砂役人、川!めし しⅧ

39 1 IKI"i'ijri り01 宇城IIj
‘淵介ifi後に埋め膿し イi壊扉にて
密lｿI

10 1 ノ商,'ijf lj1 ％ 16'li ｲi人のみ、慨雌

41 1 イ l'iナギノ横穴腓 ’ I I fillj 保ｲｲ幣備i;l･IIII111!

42 1 jil'1穴慨商横穴 ’ I I "IIj
肋滞簡所補強l:'1ド・IWf轆備
11！

1.1#Ii

‘13 1 鍋lH仙；《群 ’ I 11 鹿IIj コンクリート補強I:'1i(I1MMOfl 代）

44 1 災V;棚ツ《群 I I ’ 鹿IIj 砂防I::'li ( l *l:'jf)

15 1 淵ﾊi(柚ブ と群 鼎 I’ 鹿ili 兇学%･IIIMIill 場群1,1辺環境按備

46 1 |・・伽l術占峨 ﾘﾘ↓ 阿鮮11j
兇学川蝋Iﾘ10
るIJI{ｲi行方イ

み二装飾ｲiI）とされ
明

‘17 I
IIM I･八塚占噛
(旧荊称･中郡iIf端）

提型IﾖI
熊本大学に移築後､熊
成17年より ．部腱祇‘

ｲ鳶'lil‘へ'r
l1(現在は仲

物館リニューアルのため非公I;11）

f、
、ﾉ

、
！
／

（
」 ○ ○ l#物館リニューアル

後に展ボ予定二

48 1 l''llii,'i戦 慨
｡■｡｡ 八代ilj

Ilj域はii'j減ゞ近くの公民館で泄膿
保ｲ『｡


